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原油高騰にストップを！ 原油高騰にストップを！ 

それは気候変動、干ばつで食糧不足になったこと。アメリカのサブプライムローンが不良債権

化して、資金が原油や小麦などの先物市場に移行し、値をつり上げていること。その上、高くな

った原油に代わって代替燃料（バイオ燃料）にトウモロコシなどの穀物が使われ、そのために家

畜用飼料が不足し、それが巡り巡って私たちの食料不足につながっているからです。 

気候変動、干ばつには地球の温暖化をストップさせなければなりません。またバイオ燃料には

食材と競合しない間伐材や麦わらを使うことです。そして代替エネルギーとしては十分な安全

性のもとでの原子力発電や太陽光、水素など自然エネルギー技術を高めて、排出ガス（CO2）

削減の社会を築いていくことです。幸いにも日本の優れた技術は実用化段階にきています。 

福田総理は高騰を続ける物価高に「しょうがない」と、まるで他人事。年金、医療、介護、そし

て消費税アップなどの増税で、国民への負担を強いることしか考えていないのです。 

暫定税率の廃止でガソリンを安くし、車を使いやすくすることです。特に、足代わりに使う地方

は家計への負担が大変なのです。原油を投機の対象とさせないために、簡単ではありませんが

市場原理に反してでも何らかの方法で規制することです。そして産油国の増産、省エネを促す

ことです。このままでは世界経済が大変な状況になることを各国がわかってきています。 



　投機マネーによる原油高騰の兆しは4年前に既に起きていました。当時、田中前議員は国

会で原油価格の高騰によって日本経済が危機的状況に陥ることを予測し、「政府として世

界に向けて投機は自粛しよう、そんな呼びかけをしてもいい。世界の共通認識にすべき」と、

小泉元総理をただしました。（04年10月18日、衆議院予算委員会質問） 

　ところが小泉元総理は「投機は政治的圧力をかけても止まらない」と、何の手立てもとら

なかったのです。それが、今になって世界各国から規制の有無が問われ始めています。そ

の時知恵をだし、日本から何らかのメッセージを発していれば、少しは違った状況になってい

たかもしれません。小泉元総理の無策は今になって思えば残念です。 

　遅きに失した感はありますが、政府は4年前の国会質疑で行った田中前議員の「投機の

対象にすべきでない」とする自粛要請を、監視体制を強め透明性を求め、場合によっては

投機資金に規制をかけるなどの強い態度で原油高騰を抑制するために、関係各国への説

得役を買ってみてはどうでしょう。小泉元総理が手を付けなかったマネーゲームによる投機

資金への対応。国民生活、物価の安定に向けて政治のリーダーシップが問われています。 
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